
 

国土強靱化 民間の取組事例 420  顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 14 商品やサービスに防災機能を付加する 

420 エネルギー自家消費型住宅の開発 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

ミサワホーム株式会社 
【平成 29年】 

5011101035813 インフラ関連事業者 
【建設業】 

奈良県 

 ミサワホーム株式会社は、屋根面の太陽電池で発電した電気を蓄電容

量 7.2kWhの蓄電池に充電し、万が一自然災害によって系統電源が遮

断されても、自家発電した再生可能エネルギーのみで日常生活を継続

できる住宅及びシステムを株式会社ミサワホーム総合研究所及び京

セラ株式会社と共同で構築し、平成 27年９月に完成させた。 

 上記３社は、奈良県内に建設した同モデル住宅において、  エネルギー

自家消費型住宅」の非常時を想定した実証実験を実施した。この実証

実験では、以前よりミサワホーム株式会社が取り組んでいる地震や風

害、水害等の発生時の防災  減災対策だけでなく、災害発生後も一定

期間安心して自宅生活を継続できるかの検証を目的のひとつとした。 

 実証実験は秋  冬のうち約２週間ずつ計２回行われた。系統電源が遮

断された状態でトイレの水を流す、電子レンジを利用する、エアコンを利用する、シャワーを浴び

る等の日常生活での行動を再現し、問題なく稼動することを確認した。現在は、自家発電した再生

可能エネルギーを優先的に使用することで、平常時も外部からのエネルギーに極力頼らない暮らし

の実証等にも取り組んでいる。 

 

▲モデル住宅外観 


